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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集積回路の送受信器モジュールを保護する方法であって、前記集積回路は、集積回路の
外部に情報を送受信する送受信器モジュールと、該送受信器モジュールに接続された送受
信器電圧制御モジュールとを含み、前記集積回路の少なくとも送受信器モジュールの部分
がコネクタを介して給電されるように構成されており、前記方法は、
　前記送受信器電圧制御モジュールが、前記コネクタにおいて電圧を検出すること、
　前記送受信器電圧制御モジュールが、前記コネクタにおいて第一電圧値よりも大きな値
を有する電圧を検出することに応答して、前記コネクタから前記送受信器モジュールを電
気的に切断すること
を備え、前記送受信器モジュールは、汎用シリアル・バス（ＵＳＢ）システムを利用して
通信することが可能であり、前記コネクタはＵＳＢのＶＢＵＳ接続を備え、前記方法は、
ＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッションの開始に応答して、前記送受信器モジュール
を前記コネクタに電気的に接続することを更に備える、方法。
【請求項２】
　集積回路の送受信器モジュールを保護する方法であって、前記集積回路は、集積回路の
外部に情報を送受信する送受信器モジュールと、該送受信器モジュールに接続された送受
信器電圧制御モジュールとを含み、前記集積回路の少なくとも送受信器モジュールの部分
がコネクタを介して給電されるように構成されており、前記方法は、
　前記送受信器電圧制御モジュールが、前記コネクタにおいて電圧を検出すること、
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　前記送受信器電圧制御モジュールが、前記コネクタにおいて第一電圧値よりも大きな値
を有する電圧を検出することに応答して、前記コネクタから前記送受信器モジュールを電
気的に切断すること、
　前記送受信器モジュールを電気的に切断する前に前記コネクタを介して前記送受信器モ
ジュールに給電すること、
　前記コネクタにおいて前記第一電圧値よりも大きい値を有する電圧を検出することに応
答して、バッテリに接続されている異なるコネクタを介して前記送受信器モジュールに給
電すること
を備え、前記送受信器モジュールは、汎用シリアル・バス（ＵＳＢ）システムを利用して
通信することが可能であり、前記コネクタはＵＳＢのＶＢＵＳ接続を備え、前記方法は、
ＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッションの開始に応答して、前記送受信器モジュール
を前記コネクタに電気的に接続することを更に備える、方法。
【請求項３】
　システムであって、
　コネクタと、
　前記コネクタを介して給電される部分を含む集積回路と
を備え、前記集積回路は、
　　入力を備える送受信器モジュールであって、該送受信器モジュールの少なくとも一部
には、前記入力を介して電源電圧が提供される、前記送受信器モジュールと、
　　前記コネクタに接続され、前記コネクタにおける電圧が第一電圧よりも大きいか否か
を示す第一信号を出力する第一比較器と、
　　前記第一比較器からの前記第一信号を受信する第一入力と、前記コネクタに接続され
た第二入力と、前記送受信器モジュールの入力に接続された出力とを備える制御モジュー
ルであって、前記コネクタにおける前記電圧が前記第一電圧よりも大きいことを示す第一
信号を受信することに応答して前記出力を前記第二入力から電気的に切断し、前記コネク
タにおける前記電圧が前記第一電圧未満であることを示す第一信号を受信することに応答
して、前記出力を前記コネクタに電気的に接続する前記制御モジュールと、
　　前記コネクタに接続され、前記コネクタにおける前記電圧が第二電圧未満であるか否
かを示す第二信号を出力する第二比較器と
を含み、前記制御モジュールは、前記第二比較器からの前記第二信号を受信する第四入力
を更に備え、前記制御モジュールは、前記コネクタにおける前記電圧が前記第二電圧未満
であることを示す第二信号を受信することに応答して、前記出力を前記コネクタから電気
的に切断し、前記第二電圧は前記第一電圧未満である、システム。
【請求項４】
　システムであって、
　コネクタと、
　前記コネクタを介して給電される部分を含む集積回路と
を備え、前記集積回路は、
　　入力を備える送受信器モジュールであって、該送受信器モジュールの少なくとも一部
には、前記入力を介して電源電圧が提供される、前記送受信器モジュールと、
　　前記コネクタに接続され、前記コネクタにおける電圧が第一電圧よりも大きいか否か
を示す第一信号を出力する第一比較器と、
　　前記第一比較器からの前記第一信号を受信する第一入力と、前記コネクタに接続され
た第二入力と、前記送受信器モジュールの入力に接続された出力とを備える制御モジュー
ルであって、前記コネクタにおける前記電圧が前記第一電圧よりも大きいことを示す第一
信号を受信することに応答して前記出力を前記第二入力から電気的に切断し、前記コネク
タにおける前記電圧が前記第一電圧未満であることを示す第一信号を受信することに応答
して、前記出力を前記コネクタに電気的に接続する前記制御モジュールと
　を含み、前記送受信器モジュールは、汎用シリアル・バス（ＵＳＢ）システムを利用し
て通信することが可能であり、前記制御モジュールは、前記送受信器モジュールに接続さ
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れて、ＵＳＢのＯＴＧセッションが開始された時期の標示を受信する第三入力を更に備え
、前記出力は、前記第三入力にＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッションが開始された
ことを示す標示が受信されたことに応答して、前記第二入力に電気的に接続される、シス
テム。
【請求項５】
　前記送受信器モジュールは、汎用シリアル・バス（ＵＳＢ）システムを利用して通信す
ることが可能であり、前記制御モジュールは、前記送受信器モジュールに接続されて、Ｕ
ＳＢのＯＴＧセッションが開始された時期の標示を受信する第三入力を更に備え、前記出
力は、前記第三入力にＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッションが開始されたことを示
す標示が受信されたことに応答して、前記第二入力に電気的に接続される、請求項３に記
載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は電子システムに関連し、より詳細には集積回路送受信器を備える電子システム
に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯型システムは、充電型バッテリを充電するために利用されるシステム電源接続を典
型的には有する。数多くの新型システムは、標準の一部として電源接続を定めるデータ転
送標準をサポートしている。独立して給電されるシステムにおいて、汎用シリアル・バス
（ＵＳＢ）標準のようなデータ転送標準の利用は、携帯型システムに少なくとも二つの電
源ピンを含むことをもたらす。これらのシステムは、ＵＳＢ標準のような特定のデータ転
送標準に準拠することが所望されるが、ピン数の増大は不利益である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、このようなシステムにより必要とされるピン数を低減するための方法及びシス
テムを有することが利益になるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　バッテリ充電器制御モジュールと共通のコネクタを共有する、送受信器モジュールが開
示される。電圧が安全に動作可能な範囲内にあるとき、送受信器モジュールが、共通のコ
ネクタに印加される電圧信号により給電され、且つこれらの電圧が安全に動作可能な範囲
外のとき、バッテリを充電するために印加される高電圧から保護される。共通のコネクタ
に印加される電圧が基準電圧を超過する時期を判定し、且つ基準電圧が超過したことに応
答して共通のコネクタから送受信器モジュールを電気的に切断することにより、送受信器
モジュールは保護される。基準電圧が超過することが、送受信器モジュールにとって物理
的に安全でなくなる状態を引き起こすとき、又は送受信器モジュールの不安定な動作を引
き起こすときに、コネクタから電気的に切断されることが可能なレベルに、基準電圧が典
型的に設定される。
【０００５】
　一実施形態において、送受信機が電気的に切断された後、送受信器に電力が給電されず
、送受信器を不定な論理状態にするが、送受信機が形成されている集積回路の他の部分に
給電されることにより、送受信器は非活性化される。他の実施形態において、共通のコネ
クタから電気的に切断されたときに、バッテリのような他のソースにより給電される間、
操作上ディスエーブルされることにより、送受信器モジュールは低電力状態にされる。更
に他の実施形態において、バッテリを介して給電されるとき、データが送受信器モジュー
ルから及び送受信器モジュールへ転送されることにより、送受信機が共通のコネクタから
分離された後に、送受信器は動作可能であり続ける。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　開示は例示する方法で示され、添付される図面において制限ではない。
　図１を参照すると、共通の電源コネクタを利用するシステム１００の例示構成が図示さ
れる。図示された例において、システム１００は外部システム１０２に接続されている。
システム１００は典型的には携帯システムであり、本明細書では携帯システム１００と記
載される。システム１００は、携帯電話、情報携帯端末（ＰＤＡ）、音声再生器、映像再
生器等を含む、複数のモバイル又は携帯システムのいずれであってもよい。更に、用語「
携帯」は、実際に手持ち用のシステムに限定されず、動作中にユーザにより運搬されるよ
うに設計された形態デバイスを一般に意味し、オンデマンドで利用される。例えば、シス
テム１００は、ハンドフォン、イヤフォン等のような携帯システムを含む。
【０００７】
　外部システム１０２は、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）、充電器又はコンピュータ
のような他のシステムと接続するシステム用接続機器（ｃｒａｄｌｅ）を含む、任意の複
数の外部システムを含む。一実施形態において、外部システム１０２は、コネクタ１０４
を介して携帯システム１００に給電するバッテリ充電器を備える。他の実施形態において
、外部システム１０２はＵＳＢ準拠のシステムであり、ＵＳＢのＶＢＵＳノードに対応す
るシステム・コネクタ１０４を介して電力をシステム１００に供給し、且つシステム・コ
ネクタ１０６，１０８及び１１０を介してデータを送受信する。動作の第三モードにおい
て、デバイス１０２は、ＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＧＴ）セッション中に、システム１０
０により給電されるＵＳＢ準拠システムである。
【０００８】
　図示されたシステムにおいて、システム１００は集積回路１１２とバッテリ１２８とを
含む。集積回路１１２はボンド・パッド１１４，１１６，１１８及び１２０を含み、各ボ
ンド・パッドは各々システム・コネクタ１０４，１０６，１０８及び１１０に接続されて
いる。集積回路１１２は従って、コネクタ１０４を介して外部システム１０２との間で電
力を受信又は供給することができ、且つコネクタ１０６，１０８及び１１０を介して外部
システム１０２との間でデータを送信又は受信することができる。集積回路１１２は、ボ
ンド・パッド（図示されず）のような一つ以上のコネクタを介してバッテリ１２８に接続
されている。一実施形態において、集積回路１１２の幾らか又は全部はバッテリ１２８か
ら電力を受け取る。ボンド・パッド１１４～１２０とシステム・コネクタ１０４～１１０
はコネクタとすべて一般に呼ばれ、物理的に分離された構造にインターフェイスを提供す
ることに留意されたい。例えばボンド・パッドは、パッケージ又はプリント回路基板のよ
うな基板へのインターフェイスを提供するが、システム・コネクタは外部プラグ又は接続
機器へのインターフェイスである。
【０００９】
　集積回路１１２は、送受信器電圧制御モジュール１２４、送受信器モジュール１２４及
びバッテリ制御モジュール１２６を含む。一実施形態において、送受信器モジュール１２
４は電源パッド１１４を介してバッテリ１２８とは独立に給電される。例えばバッテリ１
２８は、例えば制御モジュール１２６のような集積回路１１２の一部に給電して、送受信
器モジュール１２４が、データ送信セッションの間コネクタ１０４を介して給電されてい
る間、動作をサポートする。一実施形態において、送受信器モジュール１２４は、集積回
路の他の部分がバッテリ１２８により給電され続けている間、電源が切られる。
【００１０】
　送受信器電圧制御モジュール１２２は、ボンド・パッド１１４と送受信器モジュール１
２４とに接続されている。図示された実施形態において、送受信器電圧制御モジュール１
２２は、ボンド・パッド１１４の電圧を検出する。送受信器電圧制御モジュール１１２が
、ボンド・パッド１１４の電圧が第一電圧値を超過したことを検出した場合、送受信器電
圧制御モジュール１１２はボンド・パッド１１４を送受信器モジュール１２４から電気的
に切断する。動作の他のモードにおいて、送受信器電圧制御モジュール１２２が、ボンド
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・パッド１１４の電圧が妥当な動作範囲内であることを検出した場合、送受信器モジュー
ルがボンド・パッド１１４に電気的に接続される。例えば、ボンド・パッド１１４で検出
された電圧が第一電圧未満だが、第二電圧よりも大きいとき、送受信器モジュール１２４
はボンド・パッド１１４に電気的に接続される。動作の他のモードにおいて、送受信器電
圧制御モジュール１２２は、ボンド・パッドの電圧が第二電圧未満であること（低電圧条
件）に応答して、送受信器モジュール１２４をボンド・パッド１１４から切断する。一実
施形態において、送受信器モジュールは、汎用シリアル・バス（ＵＳＢ）仕様２．０及び
この仕様の前のバージョンに実質的に準拠している。一実施形態において送受信器制御モ
ジュール１２２は、ボンド・パッド１１４の電圧が０．８ボルトよりも大きいが、５．８
ボルトを超過しないときに、送受信器モジュール１２４を電気的に接続し、ボンド・パッ
ド１１４の電圧が０．８ボルト未満か又は５．８ボルトを超過したときに、送受信器モジ
ュール１２４を電気的に切断する。
【００１１】
　一実施形態において、送受信器モジュール１２４は、送受信器モジュール１２４がボン
ド・パッド１１４に電気的に接続されることを要求する信号を、送受信器電圧制御モジュ
ール１２２に送信することが可能である。このことは、電力を外部システムに供給するデ
ータ送信セッションを、送受信器モジュール１２４が開始することを可能にする。特定の
実施形態において、送受信器モジュール１２４は送受信器電圧制御モジュール１２２に要
求を送信して、ＵＳＢのＯＴＧセッションが開始されたことに応答して送受信器モジュー
ル１２４をボンド・パッド１１４に電気的に接続する。
【００１２】
　送受信器モジュール１２４はボンド・パッド１１６，１１８及び１２０に接続されて、
これらのピンを介して外部デバイスとの通信を容易にする。
　バッテリ制御モジュール１２６は、ボンド・パッド１１４、バッテリ１２８、送受信器
モジュール１２４及び送受信器電圧制御モジュール１２２に接続されている。バッテリ制
御モジュール１２６は、十分に大きな電圧がボンド・パッド１１４に印加されたときにバ
ッテリ１２８を充電し、それに応答して、送受信器電圧制御モジュールに過電圧検出を開
始するように信号を送信する。バッテリ制御モジュール１２６は、完全に充電され且つ充
電部を切断するか又は、動作の低電力モードにするときに、バッテリ１２８を充電するこ
とも停止する。
【００１３】
　図２を参照すると、携帯デバイス１００内の送受信器電圧制御モジュール１２２の実施
形態が示される。図示された実施形態において、送受信器制御モジュール１２２は、電圧
検出モジュール２００と制御モジュール２０２とを備えている。電圧検出モジュール２０
０はボンド・パッド１１４に接続され、二つの信号２０４（ＶＯＶＥＲ１）と２０６（Ｖ

ＯＶＥＲ２）とを制御モジュール２０２に提供する。電圧検出モジュール２００は、ボン
ド・パッド１１４の電圧を検知する。第一電圧よりも大きいボンド・パッド１１４の電圧
に応答して、電圧検出モジュール２００はＶＯＶＥＲ１をアサートする。第二電圧より大
きな値を有するボンド・パッド１１４の電圧に応答して、電圧検出モジュール２００はＶ

ＯＶＥＲ２をアサートする。
【００１４】
　図示された例において、制御モジュール２０２はノード２１０を介してボンド・パッド
１１４に接続され、制御モジュール２０２の出力は、ノード２１２において送受信器モジ
ュール１２４に接続されている。ＶＯＶＥＲ１及びＶＯＶＥＲ２の値に基づいて、制御モ
ジュール２０２はノード２１０をノード２１２に電気的に接続し、それにより送受信器モ
ジュール１２４をボンド・パッド１１４に電気的に接続するか又は、ノード２１０をノー
ド２１２から電気的に切断して、送受信器モジュール１２４をボンド・パッド１１４から
電気的に切断する。
【００１５】
　図示された例において制御モジュール２０２は、バッテリ制御モジュール１２６と送受
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信器モジュール１２４とに接続されている。制御もジュール２０２は、ＥＮＡＢＬＥとラ
ベル付けされたイネーブル信号２０８をイネーブル電圧検出モジュール２００に提供する
。送受信器モジュール１２４又はバッテリ制御モジュール１２６も、送受信器モジュール
１２４がボンド・パッド１１４に電気的に接続されているか又は切断されているかの判定
において使用するために、信号を制御モジュール２０２に送信する。応答で、制御モジュ
ール２０２はＥＮＡＢＬＥ信号をアサート又はネゲートする。実施形態において、バッテ
リ制御モジュール２０２がボンド・パッドで３．２ボルト以上の電圧を検出したときに、
バッテリ制御モジュール１２６は、制御モジュール２０２にＥＮＡＢＬＥ信号をアサート
する信号を送信する。ＥＮＡＢＬＥ信号をアサートしたことに応答して、電圧検出モジュ
ールは電圧検出を実行して、信号ＶＯＶＥＲ１とＶＯＶＥＲ２とを出力する。電圧検出モ
ジュール２００をイネーブルすることが利用されて、電圧検出モジュールが利用されてい
ないときに電圧検出モジュールの部位を低電力モードにして、それにより電力を節約する
。
【００１６】
　図示された実施形態において、バッテリ制御モジュール１２６は送受信器モジュール１
２４に接続されて、モジュールに電力を提供する。送受信器モジュール１２４は電圧調整
器２１６と電圧調整器２１８とを含む。電圧調整器２１６はバッテリ制御モジュール１２
６からの入力電圧を、送受信器モジュール１２４が適切に動作するレベルに調整する。実
施形態において、電圧調整器は入力電圧を３．２ボルトのレベルに調整する。電圧調整器
２１８はバッテリ制御モジュール１２６からの入力電圧を、通信セッションを開始する送
受信器モジュールに応答して外部デバイスに電力を提供するに適切なレベルに調整する。
実施形態において、送受信器モジュール１２４がＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッシ
ョンを開始するときに外部デバイスにこの電圧を供給するために、電圧調整２１８は入力
電圧を５ボルトのレベルに調整する。一実施形態に従って、送受信器１２４は、動作のあ
るモードにおいて共通のコネクタ１１４を介して給電され、ＳＵＢのＯＴＧモードのよう
な動作の他のモードにおいて、バッテリ１２８にコネクタを介して給電される。
【００１７】
　図３を参照すると、電圧検出モジュール２００と制御モジュール２０２との実施例が図
示される。ボンド・パッド１１４の電圧又はそれに基づいた電圧が、入力ノード３００に
印加される。この入力電圧は次に、抵抗３０２，３０４及び３０６を含む抵抗ツリーによ
り分割されて、比較器３１０及び３１２において適切な入力基準値を提供する。比較器３
１０の入力は、抵抗３０４と３０６との間の抵抗ツリーのノードと、基準電圧３０８とに
接続されている。電圧基準モジュール３０８は、オンチップの電圧基準に基づくか、又は
外部電圧基準から導入される基準電圧を提供する。実施形態において、実施されている比
較器３１０は、図１のコネクタ１０４のシステム電圧に対して５．８ボルトの比較器とし
て機能する。比較器３１０は電源ノード３１４（ＶＤＤ）に接続されている。実施形態に
おいて、電源ノード３１４の電圧は３ボルト未満である。比較器３１０の出力は制御論理
３１６に接続されており、信号ＶＯＶＥＲ１を提供する。制御論理３１６は過電圧スイッ
チ３１８に接続されている。図示されている実施形態において、送受信器モジュール１２
４を信頼して動作させることが可能な最大の電圧である最大動作電圧よりも、入力ノード
３００の電圧が大きいとき、比較器３１０は信号ＶＯＶＥＲ１をアサートする。アサート
されたＶＯＶＥＲ１に応答して、制御論理３１６は過電圧スイッチ３１８に提供される制
御信号をネゲートして、送受信器モジュール２１４を入力ノード３００から電気的に切断
する。
【００１８】
　図示されている例において、図３は第二比較器３１２を有する電圧検出モジュール２０
０を示している。比較器３１２は電源ノード３１４に接続されている。比較器３１２の入
力は抵抗３０２と３０４との間の抵抗ツリーのノードと、基準電圧モジュール３０８とに
接続されている。実施されている比較器３１２は、図１のコネクタ１０４のシステム電圧
に対して、０．８ボルトの比較器として機能する。比較器３１２の出力は、制御論理３１
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６に接続されている。図示されている実施形態において、コネクタ１０４において受信さ
れる電圧が、送受信器モジュール１２４がデータ転送セッションを信頼して実行すること
ができる最低の電圧である、最低動作電圧よりも大きいとき、比較器３１２はＶＯＶＥＲ

２をアサートする。コネクタ１０４において受信される電圧が最低動作電圧未満であると
き、比較器３１２はＶＯＶＥＲ２をネゲートして、低電圧状態であることを示す。低電圧
状態であることが検出された場合、制御論理３１６は過電圧スイッチ３１６に発信して、
送受信器モジュール１２４を入力ノード３００から電気的に切断する。低電圧状態が検出
されず、且つ過電圧状態が検出されない場合、制御論理３１６は過電圧スイッチ３１８に
発信して、送受信器モジュール１２４を入力ノード３００に電気的に接続する。
【００１９】
　従って制御論理３１６は、比較器３１０が入力ノード３００における電圧が最大動作電
圧よりも大きいことを示すことに応答して、送受信器モジュールを入力ノード３００から
電気的に分離し、且つ比較器３１０が入力ノード３００における電圧が最大動作電圧未満
であることを示すことに応答して、送受信器モジュールを入力ノード３００に電気的に接
続する。制御論理３１６は更に、入力ノード３００における電圧が最低動作電圧未満であ
ることを示す比較器３１２に応答して、送受信器モジュール１２４を入力ノード３００か
ら電気的に切断する。
【００２０】
　図示されている例において、送受信器モジュール１２４の出力は制御論理３１６に接続
されて、モジュールが信号を制御論理３１６に送信して過電圧スイッチ３１８を閉鎖する
ことを可能にする。このことは、過電圧条件が、ＵＳＢのＯＴＧセッションのように存在
しない限り、送受信器－バッテリの組み合わせが共通の接続に電源を供給するデータ送信
セッションを、送受信器モジュール１２４が開始することを可能にする。
【００２１】
　図４を参照すると、例示的な実施が集積回路１１２の一部に対して示されている。図示
された例において、ＯＲゲート４００、遅延ブロック４０２、インバータ４０４、及びゲ
ート４０６が制御論理３１６の一部である。ＯＲゲート４００は三つの入力があり、第一
入力はバッテリ制御モジュール１０８に接続されて、バッテリ充電器が携帯システム１０
０に装着されているときを示し、ボンド・パッド１１４における電圧が３．２ボルトのよ
うな所定の電圧を超過したときにアサートされる。第二入力は送受信器１２４に接続され
、ＯＴＧセッション中のような送受信器１２４により開始されたデータ転送セッション時
に信号を受信する。第三入力はＶＯＶＥＲ２を受信するために結合され、比較器３１２の
出力が入力ノード３００における電圧が最低動作電圧を超過したことを示すときに、アサ
ートされる。ＯＲゲート４００の出力は、図２に関連して前記されたＥＮＡＢＬＥ信号を
提供し、遅延ブロック４０２の入力に接続され、比較器３１０のイネーブル・ノードにも
接続される。比較器３１０の出力はインバータ４０４の入力に接続される。インバータ４
０４と遅延ブロック４０２との出力は、ＡＮＤゲート４０６の入力に接続される。ＡＮＤ
ゲート４０６の出力は、過電圧スイッチ３１８に接続される。
【００２２】
　例示的動作において、ＯＲゲート４００は次の三つの条件を示す入力を受信する。これ
らの条件は各々、バッテリ充電器がボンド・パッド１１４に接続されているか否か、デー
タ転送セッションが送受信器１２４により開始されているか否か、そして入力ノード３０
０の電圧が、比較器３１２により決定される最低動作電圧を超過しているか否かである。
これらの条件のいずれかが真である場合、ＯＲゲート４００は真状態を示す値をアサート
する。アサートされた信号が入力信号を比較することによる動作を引き起こす。比較器３
１０が、入力ノード３００における電圧が最大動作電圧より大きいと判定した場合、比較
器３１０の出力がアサートされて、過電圧条件がインバータ４０４に指示されて、インバ
ータ４０４とゲート４０６との組み合わせにより送受信器回路１２４を入力ノード３００
から切断することが可能となる。
【００２３】
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　比較器３１０が、入力ノード３００における電圧が第一電圧未満であると判定した場合
、比較器３１０は、ＡＮＤゲート４０６の出力をアサートにすることを可能にするネゲー
ト信号を提供する。遅延ブロック４０２はＯＲゲート４００の出力からの信号の伝播を、
比較器３１０が比較を実行することが可能になるまで遅延させる。図示された例において
、この遅延は、ＯＲゲート４００からイネーブル信号を受信した後に比較器３１０が比較
を完了するに十分な時間を有して、適切な出力をＡＮＤゲート４０６に送信し、それによ
り高電圧スパイクが送受信器モジュール１２４に到達することからの保護を実現する。従
って、ＯＲゲート４００が真条件を示す出力をアサートする場合、遅延ブロック４０２は
、遅延後の真条件を示す出力をアサートする。
【００２４】
　従って図示された実施形態において、ＯＲゲート４００への三つの入力のいずれかがア
サートされ、且つ比較器３１０が、入力ノード３００における電圧は第一電圧未満である
ことを示す場合、遅延ブロック４０２により提供される十分な遅延の後に、ＡＮＤゲート
４０６は、過電圧スイッチ３１８により提供される信号をアサートする。過電圧スイッチ
３１８は次に、送受信器回路１０６を入力ノード３００に接続する。
【００２５】
　図５を参照すると、過電圧スイッチ３１８の実施例が示される。図示される例において
、過電圧スイッチ３１２８は、入力ノード３００，５１２及び５１４と、出力ノード５２
８とを含む。これらの入力はトランジスタ５０４，５０６，５０８及び５１０を制御する
ために利用される。過電圧スイッチ３１８はダイオード５１６及び５１８も含んで、スイ
ッチ・トランジスタ５０２，５０４及び５１０を過電圧から保護している。過電圧スイッ
チ３１８は更に抵抗５２０，５２２，５２４及び５２６を含み、図３の抵抗ツリーを実施
して、安全な電圧が様々なトランジスタに印加されることを実現している。
【００２６】
　図示された例において、トランジスタ５０６と５０８とは、ノード５１２と５１４とに
より制御される。ノード５１２と５１４とは、制御論理３１６の出力に接続され、相補的
な信号を受信する。これら相補的な信号は制御トランジスタ５０４に供給されて、それに
よりノード３００における入力が、出力ノード５２８を介して送受信器モジュール１２４
に接続されて、送受信器モジュール１２４に給電するか否かを制御する。トランジスタ５
１０は動作中、トランジスタ５０２と５０４との入力に対する適切なバイアス・レベルを
提供する。トランジスタ５０２がアサートされて、送受信器制御モジュール２６に電圧基
準情報を提供して、電圧調整を支援する。
【００２７】
　集積回路の送受信器モジュールを保護するための方法及びシステムが開示された。本開
示の第一態様はコネクタにおける第一電圧を検出することを備え、集積回路の少なくとも
送受信器モジュール部がコネクタを介して給電され、且つ第一電圧値よりも大きい値を有
する第一検出電圧に応答して送受信器モジュールをコネクタから電気的に切断するように
動作可能であり、送受信器モジュールは情報を外部の集積回路に送受信する。
【００２８】
　この態様の一実施形態は、第一電圧よりも大きい値を有する第一検出電圧に応答して、
送受信器モジュールの動作をディスエーブルすることを更に備える。
　この態様の他の実施形態は、送受信器を電気的に切断する前にコネクタを介して送受信
器モジュールに給電し、第一電圧値よりも大きい値を有する第一検出電圧に応答して、バ
ッテリに接続される異なるコネクタを介して送受信器に給電することを更に備える。他の
実施形態において、コネクタと異なるコネクタとは、回路コネクタに集積化される。
【００２９】
　開示された方法の第一態様の他の実施形態は、第一電圧値未満である第一電圧に応答し
て、送受信器モジュールをコネクタに電気的に接続することを更に備える。他の実施形態
において、電気的に切断することは、第二電圧値未満の第一電圧に応答して、送受信器モ
ジュールをコネクタから電気的に切断することを更に備える。第二電圧値は第一電圧値未
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満である。
【００３０】
　第一態様の他の実施形態において、電気的に切断することは、第二電圧未満である第一
検出電圧に応答して、送受信器モジュールをコネクタから電気的に切断することを更に備
える。第二電圧値は第一電圧値未満である。
【００３１】
　他の実施形態において、送受信器モジュールを電気的に切断することは、送受信器の他
の部位は給電され続けるが、給電される電力が低減される送受信器をもたらす。
　他の実施形態は、外部電圧基準へのコネクタを備えるシステムを電気的に接続すること
を更に備え、外部電圧基準はシステムから分離して生成され、第一電圧は外部電圧基準の
電圧に基づく。一実施形態において、システムは携帯電話を備える。他の実施形態におい
て、システムは情報携帯端末（ＰＤＡ）を備える。
【００３２】
　第一態様の他の実施形態において、送受信器モジュールは汎用シリアル・バス（ＵＳＢ
）システムを利用して通信することが可能であり、コネクタはＵＳＢのＶＢＵＳ接続を備
える。実施形態は、ＵＳＢオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッションが開始されることに応答
して、送受信器モジュールをコネクタに電気的に接続することを更に備える。
【００３３】
　第一態様の更に他の実施形態において、コネクタは集積回路のコネクタである。
　本開示の第二態様は、コネクタと集積回路とを備え、集積回路は、電源電圧を送受信器
モジュールの少なくとも一部に提供する入力を備える送受信器モジュールと、コネクタに
接続された入力と、コネクタにおける電圧が第一電圧よりも大きい時期を示す出力とを備
える第一比較器と、第一比較器の出力に接続された第一入力と、コネクタに接続された第
二入力と、送受信器モジュールに接続された出力とを備える制御モジュールとを含み、出
力は第一比較器がコネクタにおける電圧が第一電圧よりも大きいことを示すことに応答し
て第二入力から電気的に切断され、第一比較器がコネクタにおける電圧が第一電圧未満で
あることを示すことに応答して、出力はコネクタに電気的に接続される。
【００３４】
　実施形態においてシステムは、コネクタに接続される入力と前記コネクタにおける前記
電圧が第二電圧未満である時期を示す出力とを備える第二比較器
を更に備え、制御モジュールは、第二比較器の出力に接続された第三入力を更に備え、制
御モジュールの出力は、第二比較器がコネクタにおける電圧が、第二電圧（第一電圧未満
）未満であることを示すことに応答して、コネクタから電気的に切断される。
【００３５】
　他の実施形態において、送受信器モジュールは汎用シリアル・バス（ＵＳＢ）システム
を利用して通信することが可能であり、制御モジュールは送受信器モジュールに接続され
てＵＳＢのＯＴＧセッションが開始されるときの指標を受信する出力は、第三入力にＵＳ
Ｂのオン・ザ・ゴー（ＯＴＧ）セッションが開始されたことを示す指標が受信されたこと
応答して、出力が第二入力に電気的に接続される。
【００３６】
　更に別の実施形態において、システムは携帯電話集積回路を備える。他の実施形態にお
いて、システムは携帯情報端末（ＰＤＡ）集積回路を備える。
　本開示の第三態様は、集積回路のコネクタにおける第一電圧を検出することを備え、集
積回路の少なくとも一部はコネクタを介して給電され、且つ第一電圧値よりも大きい値を
有する第一検出電圧に応答して送受信器モジュールをコネクタから電気的に切断するよう
に動作可能であり、送受信器モジュールは外部集積回路に情報を送受信し、送受信器モジ
ュールを電気的に切断することは、送受信器の他の部位は給電されているが、送受信器に
給電される電力が低減されることになる。
【００３７】
　本開示に関連する原理が、特定の実施形態に関連してこれまで記載されてきた。しかし
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、一つ以上の修正又は一つ以上の他の変形が、以下の請求項で説明される本発明の範囲か
ら乖離せずに成され得ることは、当業者には明らかである。従って、明細書及び図面は制
限という意味よりはむしろ、説明として見なされるべきであり、このような修正及び他の
変形の任意及びすべては本発明の範囲に含まれることが意図されている。
【００３８】
　一つ以上の利点、一つ以上の他の優位性、一つ以上の問題に対する一つ以上の解決策、
又はそれらの任意の組み合わせのいずれもが、一つ以上の特定の実施形態に関連してこれ
まで記載されてきた。しかし、利点、優位性、問題に対する解決策、又は利点、優位性、
問題に対する解決策のいずれかを思いつかせる又はより明白にする任意の要素は、任意又
はすべての請求項の決定的に重要である、必要とされている、又は本質的な特徴又は要素
であると考えられるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本開示の特定の実施形態に従うシステムのブロック図。
【図２】本開示の特定の実施形態に従う、図１のシステムの一部のブロック図。
【図３】本開示の特定の実施形態に従う図２に示されるシステムの一部のブロック図。
【図４】本開示の特定の実施形態に従う、比較器を含む図３の制御論理部のブロック図。
【図５】本開示の特定の実施形態に従う、過電圧スイッチの可能な実施形態の回路図。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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